
今回の案内は 

大日区長 吉野さん 

 

 

 

 

 

 

クイズ 

「橘」と言う姓
せい

（名前）の人が、橘に来たのは

いつ？ 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 
 

①井手
い で

橋
はし

遺跡の場所 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

★②井手橋 

 

 

 

 

 

★③調査箇所 
圃場整備工事       

橘一族館跡 

井手橋遺跡の範囲 
注）遺跡範囲は報告書の位置図から推定 

館跡は橘町史跡巡りの大日区地図を参考 
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中世
ちゅうせい

橘
たちばな

一族
いちぞく

の居館
きょかん

跡
あと

 

井手
い で

橋
はし

遺跡
い せ き

（大日
だいにち

） 
 

●井手橋遺跡は、大日
だいにち

から茂
も

出
で

にかけて★①広
ひろ

がっとうです。永島
ながしま

から南片
みなみかた

白
じろ

に抜
ぬ

ける道
みち

に架
か

かった「井手
い で

ん橋
はし

」★②の北側
きたがわ

になるバイ。 
 

●昭和63年の夏、圃場
ほじょう

整備
せ い び

に伴う発掘
はっくつ

調査
ちょうさ

が行われて、平安
へいあん

末期
ま っ き

からの集落
しゅうらく

遺跡
い せ き

が

確認
かくにん

されたとバイ。もう３５年もたつにゃー。 
 

●バッテン、遺跡
い せ き

範囲
は ん い

が広
ひろ

か割
わり

に、調査
ちょうさ

はチ

ョー狭
せま

かった★③
ケンが、全体

ぜんたい

の詳
くわ

しかことは

わかっとらんもんね。 
 

 

●出土物
しゅつどぶつ

の一番
いちばん

古いものは、11 世紀初頭
しょとう

～

12世紀中（平安末期）の土師器
は じ き

★④らしか。

中世
ちゅうせい

にかけての土師器
は じ き

や陶磁器
と う じ き

も見つかっ

とうらしかね。調査結果は裏
うら

面
めん

バ見てくんし

ゃい。 
 

●そいと、井出橋遺跡の周辺
しゅうへん

には、中世
ちゅうせい

以降
い こ う

の 橘
たちばな

氏
し
★⑤一族

いちぞく

の居館
きょかん

★⑥があったとさ

れ、大日に住
す

んドンさった吉野先生が色々
いろいろ

と

調
しら

べとらした★⑦。 

 

 

 

 

 
★印番号の解説 

 

武雄市の教育
きょういく

長
ちょう

をされた

吉野
よ し の

千代
ち よ

次
じ

先生が、いろい

ろと調
しら

べておられた所タイ。 
 

圃場 整備

で調 査さ

れた場所 

3カ所 

 

右は大日井関
い ぜ き

写真だよ。こ

の井関
い ぜ き

の下流側
かりゅうがわ

が井手橋遺

跡、上流側は納手
の う て

遺跡だよ。 

左の図は遺跡

の範囲
は ん い

を示し

た も の だ け

ど、調査カ所

は矢印
やじるし

の３カ

所。圃場整備

の時、館
やかた

跡
あと

の

場所は調べた

かったねえ。 

https://tachibana-net.jp/


 

★④平安末期の土師器
は じ き

 
 

 

 

 

 
 

★⑤ 橘
たちばな

氏
し

 

 

 

 

 

 

 

 

 
 

 

 

 

 

 

            鎌倉時代の1237年 
 

★⑥一族の居館跡 

 

 

 

 
 

 
 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 
 

 

★⑦吉野先生の記録 

 

 

  

 

時代区分 鎌倉時代 南北朝時代 室町時代 戦国時代 江戸時代 明治時代 

新・ふるさ

と歴史散歩

記載項目 

鎌倉幕府成立。

守護地頭による

地方支配、橘氏

の入部 

元寇襲来と警

備、恩賞要求と

幕府の弱体化、

少弐・大友の探

題攻撃 

建武の新政 

南北朝時代と

九州3つ巴の 

動乱の時代へ 

室町幕府成立 

応仁の乱、竜

造寺の台頭 

信長から秀吉

へ。竜造寺勢力

拡大と島原敗

死。文禄・慶長

の役 

江戸幕府成立 

佐賀藩は鍋島体

制へ 

佐賀本藩へ 3部

上地2度 

江戸幕府安定政

権、長崎警護と

フェートン号事

件、尊王攘夷へ 

戊辰戦争と明治

維新、近代化と

殖産振興 

主な市内遺

跡 

赤書は橘町 

潮見城跡と舘

跡、潮見・山

下・井手橋・

小野原・馬場・

等の中世遺跡 

源頼朝御教書 

潮見川開削と河

童誓文石、 

渋江・中

村・中橋氏

館跡 

塚崎庄が長島庄

から分離 

北肥戦史等に

よる北部九州

動乱、渋江 vs

後藤。塚崎庄

拡大、武雄

社、黒尾社 

渋江氏勢力拡

大と日鼓城の

悲劇、 

後藤が渋江攻

略 

潮見譲落城と鉄

砲・丹宗堀 

後藤が竜造寺配

下に 

肥前古窯跡と古

武雄 

三法方郷（橘は

本藩・蓮池・後

藤領） 

鳴瀬宿と御狩

場、長崎街道 

南部系窯跡 

上野本窯・皿山

窯跡 

 

後藤鍋島藩の蘭

書、大砲等 

北方炭鉱 

上野新・形右衛

門・鳴瀬窯跡、

楢崎炭鉱 

鉄道開通 

 今回のご紹介した遺跡は『鎌倉時代』のものでした（平安末期略） 

     

・3カ所の発掘調査結果は、土壙
ど こ う

（土の穴）10基と 

溝
みぞ

跡
あと

3条
じょう

しか出土していません（右
みぎ

遺構図
い こ う ず

参照
さんしょう

）。 

・右図の 紫
むらさき

が平安時代、青が中世とされた遺構
い こ う

です。 

・調査
ちょうさ

範囲
は ん い

が一番広い62地区は、中世館
やかた

跡
あと

の関連
かんれん

が 

期待
き た い

されましたが、調査
ちょうさ

範囲
はんい

が狭
せま

かったため、直接 

に繋
つな

がる遺構
い こ う

や遺物
い ぶ つ

は見つかっていません。 

・しかし、「鎌倉
かまくら

時代
じ だ い

の遺物の出土は、中村
なかむら

屋敷
や し き

と呼
よ

 

ばれる地域が湮減
いんめつ

している現時点では貴重
きちょう

な資料
しりょう

」 

と書かれています。（発掘報告書より） 

 
 

★井手橋遺跡の調査結果  

 

右は平安末期の

土師器
は じ き

と さ れ る

写真
しゃしん

だよ。（報告書） 

 

これまでも何度
な ん ど

も NHK大河
た い が

ドラマには

お世話
せ わ

になったけど、去年の「鎌倉
かまくら

殿
どの

の

13 人」では、小泉
こいずみ

孝太郎
こうたろう

さんが演
えん

じた

平
たいらの

宗
むね

盛
もり

を処刑
しょけい

したのが、 橘
たちばな

公業
きんなり

のお

父さんの公
きみ

長
なが

さん。 

平家
へ い け

が滅
ほろ

んで鎌倉
かまくら

幕府
ば く ふ

が開かれた後、

公業
きんなり

が橘に来
き

たんだね。（詳しくは第1号）  

右図は「橘町郷土
きょうど

史
し

めぐり」という本に書
か

かれた

大日区の地図
ち ず

だよ。これに橘一族の屋敷
や し き

跡
あと

が

「渋江
し ぶ え

・中村
なかむら

・牛島
うしじま

の森」としてのっているよ。
（一部加工しています） 

「橘町郷土
きょうど

史
し

めぐり」は吉野先生が中心
ちゅうしん

になって

書かれたけど、発掘
はっくつ

報告書や古文書
こもんじょ

などの外
ほか

に、各

地区の神社
じんじゃ

や石碑
せ き ひ

なども調
しら

べられたんだ。他
ほか

にも 

九大
きゅうだい

の服部
はっとり

先生の研究
けんきゅう

や佐賀県が調
しら

べた近世
きんせい

城郭
じょうかく

調査
ちょうさ

結果
け っ か

などもあるけどいずれ知
し

らせるね。 

 

クイズの答え 


